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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成27年1月8日(2015.1.8)

【公開番号】特開2013-123085(P2013-123085A)
【公開日】平成25年6月20日(2013.6.20)
【年通号数】公開・登録公報2013-032
【出願番号】特願2011-269866(P2011-269866)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｆ   3/45     (2006.01)
   Ｈ０３Ｆ   3/34     (2006.01)
   Ｈ０３Ｇ   3/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｆ   3/45    　　　Ｂ
   Ｈ０３Ｆ   3/34    　　　Ｚ
   Ｈ０３Ｇ   3/12    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成26年11月18日(2014.11.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のコモンモード電圧を有する入力信号が入力される入力端子と、反転入力端子が入
力抵抗を介して前記入力端子に接続され、該反転入力端子と出力端子との間に帰還抵抗が
接続され、非反転入力端子に第２のコモンモード電圧が入力された電圧増幅回路とからな
り、
　前記入力抵抗が、前記入力端子から前記電圧増幅回路の反転入力端子に向けて順番に直
列に接続された第１の入力抵抗と第２の入力抵抗とからなり、該第１の入力抵抗と第２の
入力抵抗との間のノードと基準電圧との間に、前記第１の入力抵抗に前記第１のコモンモ
ード電圧と第２のコモンモード電圧との差に等しい電圧降下を発生させる定電流を流す定
電流源が接続されていることを特徴とする線形増幅回路。
【請求項２】
　前記定電流源が、前記第１のコモンモード電圧と第２のコモンモード電圧との間に接続
された電流発生用抵抗と、該電流発生用抵抗に流れる電流をミラーリングすることによっ
て前記定電流を制御するミラー回路とを含むことを特徴とする請求項１記載の線形増幅回
路。
【請求項３】
　前記第１の入力抵抗を変化させることなく前記第２の入力抵抗を変化させることにより
、利得を変化させることを特徴とする請求項１または２に記載の線形増幅回路。
【請求項４】
　前記入力端子に前記定電流を供給する補償用定電流源をさらに備えることを特徴とする
請求項１乃至３のいずれかに記載の線形増幅回路。
【請求項５】
　前記反転入力端子と前記出力端子との間に、前記帰還抵抗と並列に帰還容量が接続され
ている、請求項１乃至４のいずれかに記載の線形増幅回路。
【請求項６】
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　前記電圧増幅回路が非反転出力端子と反転出力端子とを有する差動増幅回路であり、前
記帰還抵抗が、前記反転入力端子と前記非反転出力端子との間と、前記非反転入力端子と
前記反転出力端子との間とにそれぞれ接続され、
　前記入力端子が正相入力端子と逆相入力端子とを有する差動入力端子であり、前記第１
、第２の入力抵抗および定電流源が、前記逆相入力端子と前記電圧増幅回路の反転入力端
子との間と、前記正相入力端子と前記電圧増幅回路の非反転入力端子との間とにそれぞれ
接続されることにより、前記正相入力端子の電圧が前記第１のコモンモード電圧であると
きに前記正相入力端子と非反転入力端子との間に接続された前記第１の入力抵抗と前記第
２の入力抵抗との間のノードに生成される前記第２のコモンモード電圧が、前記非反転入
力端子に入力されることを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の線形増幅回路。
【請求項７】
　前記反転入力端子と前記非反転出力端子との間と、前記非反転入力端子と前記反転出力
端子との間のそれぞれに、前記帰還抵抗と並列に帰還容量が接続されている、請求項６に
記載の線形増幅回路。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
上記目的を達成するために、請求項１にかかる発明の線形増幅回路は、第１のコモンモー
ド電圧を有する入力信号が入力される入力端子と、反転入力端子が入力抵抗を介して前記
入力端子に接続され、該反転入力端子と出力端子との間に帰還抵抗が接続され、非反転入
力端子に第２のコモンモード電圧が入力された電圧増幅回路とからなり、前記入力抵抗が
、前記入力端子から前記電圧増幅回路の反転入力端子に向けて順番に直列に接続された第
１の入力抵抗と第２の入力抵抗とからなり、該第１の入力抵抗と第２の入力抵抗との間の
ノードと基準電圧との間に、前記第１の入力抵抗に前記第１のコモンモード電圧と第２の
コモンモード電圧との差に等しい電圧降下を発生させる定電流を流す定電流源が接続され
ていることを特徴とする。
　請求項２にかかる発明は、請求項１記載の線形増幅回路において、前記定電流源が、前
記第１のコモンモード電圧と第２のコモンモード電圧との間に接続された電流発生用抵抗
と、該電流発生用抵抗に流れる電流をミラーリングすることによって前記定電流を制御す
るミラー回路とを含むことを特徴とする。
　請求項３にかかる発明は、請求項１または２に記載の線形増幅回路において、前記第１
の入力抵抗を変化させることなく前記第２の入力抵抗を変化させることにより、利得を変
化させることを特徴とする。
　請求項４にかかる発明は、請求項１乃至３のいずれかに記載の線形増幅回路において、
前記入力端子に前記定電流を供給する補償用定電流源をさらに備えることを特徴とする。
　請求項５にかかる発明は、請求項１乃至４のいずれかに記載の線形増幅回路において、
前記反転入力端子と前記出力端子との間に、前記帰還抵抗と並列に帰還容量が接続されて
いる。
　請求項６にかかる発明は、請求項１乃至４のいずれかに記載の線形増幅回路において、
前記電圧増幅回路が非反転出力端子と反転出力端子とを有する差動増幅回路であり、前記
帰還抵抗が、前記反転入力端子と非反転出力端子との間と、前記非反転入力端子と反転出
力端子との間とにそれぞれ接続され、前記入力端子が正相入力端子と逆相入力端子とを有
する差動入力端子であり、前記第１、第２の入力抵抗および定電流源が、前記逆相入力端
子と前記電圧増幅回路の反転入力端子との間と、前記正相入力端子と前記電圧増幅回路の
非反転入力端子との間とにそれぞれ接続されることにより、前記正相入力端子の電圧が前
記第１のコモンモード電圧であるときに前記正相入力端子と非反転入力端子との間に接続
された前記第１の入力抵抗と前記第２の入力抵抗との間のノードに生成される前記第２の
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コモンモード電圧が、前記非反転入力端子に入力されることを特徴とする。
　請求項７にかかる発明は、請求項６に記載の線形増幅回路において、前記反転入力端子
と前記非反転出力端子との間と、前記非反転入力端子と前記反転出力端子との間のそれぞ
れに、前記帰還抵抗と並列に帰還容量が接続されている。
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